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芦屋市地区防災計画【事例集】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この事例集は，芦屋市で策定されている地区防災計画の概要をまとめることで，今後策定を考える

団体の参考になることを目的に作成したものです。内容は随時更新していきます。 
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地区防災計画ってなに？？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地区によって 

取組むきっかけ 

特性や課題は様々 

 

地区防災計画があれば… 

災害時に地域の 

要配慮者の状況把握と 

支援が必要だが，何から

始めれば‥。 

私たちの地域で災害時に 

「誰が，何を，どれだけ，どのようにすべきか」 

を決めておこう！ 

地区防災計画って 

① 

地区の災害特性や 

被害想定を 

把握できていない。 

災害時，本当に円滑に

動ける自主防災会の 

体制づくりができてい

るか自信がない。 

火事や救出，救護で 

不安なことがある。 

災害時，避難所の開設 

や運営をどうするのか 

知らない。 

 

 

 

避難ルートや避難所 

の悩みがある。 

給食や給水，飲料水 

や資機材の備蓄に 

不安がある。 

近隣の地区や地域団体と

連携が必要である。 

いざという時に，助かる。 

住民みんなで助け合える。 

それが「地区防災計画」です！ 

公助支援で補うべき

ことが整理される。 

 

② 

 ○○町は△△を災害時

の拠点としているから 

すぐ支援ができる！ 

大災害時は公的な支援が早急に届かない場合があります。 

これに対処するため，地域コミュニティ（自主防災会，自治会，学校区など）

レベルで作成する防災計画のことです。 

ひとくちメモ：防災について話し合っている地域は， 

災害時に円滑に動けたというデータがあります。 

 

地 域 

行 政 

芦屋市地域防災

計画の実効性が

高まる。 

なに？？ 
ひとくちメモ：東日本大震災を契機に，災害対策基本法

が改正され，平成 26 年４月から制度が始まりました。 
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地区防災計画作成プロセス 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

どうやって 
作ればいいの？ 

地 区 防 災 計 画 

作成プロセス（例） まずは１つから！優先課題を見つけよう 

1 事前準備・体制の確立 
➤地区内で解決したい課題が生まれたら、 

 まずは地区内のメンバーで共有し、意識統一 

を図りましょう。 

➤課題に応じて、下部組織や役員以外の住民、 

民生委員、事業所、学校園など参画する 

メンバーを調整します。 

※計画を作ろうと決定した段階で、 

芦屋市防災安全課にご相談ください。 

2 キックオフミーティングの開催 
➤参画するメンバーから、リーダーや進行役 

（ファシリテーター）、必要な作業担当 

（会議連絡、成果物の作成、物資調達、 

 書記など）を決定します。 

➤また、年間スケジュールを共有します。 

3 研修会等で課題解決への糸口をつかむ 
【内容例】 

・地域内の危険箇所や地域の資源の図上共有 

・まち歩きを通じた地域防災マップの作成  

・HUG（避難所運営ゲーム） 

・DIG（災害図上訓練） 

・マイ避難カードの作成 

・学識経験者による研修会 

4 計画（案）として整え、メンバーの総意で決定する 
➤研修会等で出された意見、課題への対策などをメンバー間 

で話し合い、内容を固めます。 

➤意見交換・協議を行なった内容を反映させた計画(案)を 

作成します。 

※このとき、市の地域防災計画と内容の齟齬がないよう 

に、防災安全課も計画（案）を確認します。 

➤作成した計画（案）を組織全体で確認し、必要に応じて 

会の承認を得ます。 

5 市へ提案書を提出する 
➤メンバーの総意を経て決定された地区防災計画（案）を防災安全課に提案書の様式と併せて提出してください。 

６ 地区防災計画の作成後 
➤地区で計画を共有し、訓練等で検証を行ないましょう。新たな課題や発見があった場合は、 

無理のない範囲で見直しを行なうことが必要です。 

➤計画を作ることが目的にならないように、PDCA サイクルを確立させて、計画を実効性 

あるものにしましょう。 

 

※PDCAサイクルとは、業務プロセスなどを管理・改善する手法の一つで、計画（Plan）→実行（Do） 

→評価（Check）→改善（Act）という 4 段階の活動を繰り返し行なうことで、継続的にプロセスを 

改善・最適化していく手法です。 

助成額：上限 30 万円 助成額：上限５万円 

（条件を満たせば最大７万円） 

ひょうご安全の日推進事業 

「実践活動事業」 
自主防災会育成事業補助金 

専門家派遣（無償）による 

指導・助言 

 
ひょうご安全の日推進事業 

「計画等策定支援専門家派遣事業」 

補助制度（事業）を活用しよう！ 
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１ 宮川町地区防災計画〈宮川町自主防災会〉 

 

地理・地形 対象災害 災害脆弱性 参画地区の範囲 策定主体 取組のテーマ 

河川流域 地震・高潮・洪水 - 単独（町内） 自主防災会 
体制の構築 

避難所開設・運営 

 

１ 対象地区・校区  

宮川町／宮川小学校区 

 

２ 策 定 日  

平成２８年７月 

 

３ 地区の概要  

宮川流域に位置し，策定時点の人口６１７人，世帯数３１１戸。 

６5 歳以上の高齢者は１６８人で，人口に占める割合は 27.2 

％と芦屋市平均程度。 

 

４ 災害リスク  

津波や土砂災害のハザードはないが，宮川の沿岸に位置してい 

るため，高潮や洪水の浸水が想定される。 

 

５ 地区の課題（取組のきっかけ）  

  平成１３年度の組織設立後，近年は活動休止状態であったことから，災害時に動ける体制づく 

りの再構築が求められた。 

 

６ 内 容  

（１）対象地区の被害想定や特性等の把握に関すること 

（２）活動主体の編成と任務分担に関すること 

（３）避難路及び避難所等に関すること 

（４）指定避難所等の開設及び運営に関すること 

（５）近隣の地区居住者・地域団体等との連携に関すること 

 

７ 地区防災計画の特徴  

（１）県立芦屋高等学校との連携 

指定避難所である県立芦屋高等学校を災害時の活動拠点とする取決めを同校と行っている。 

また，避難所運営マニュアルを整備し，日ごろの訓練，備蓄などでも連携を行っている。  
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（２）別添「宮川町自主防災活動の指針」をまとめ，次のことを明記 

① 指揮・情報伝達等基本的な流れを明示 

② 各担当・係の平常時・災害時の活動・役割を明記 

③ 防災地図を作成し，避難所である県立芦屋高等学校までの経路を示している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）要配慮者名簿の活用 

   名簿の情報を地図化し，民生委員，福祉推進委員と共有し，日ごろの見守り活動に活用して 

いる。町内をブロック分けし，ブロックごとに連絡係を配置し災害時の連絡体制作りをして 

いる。 

 

８ 取組プロセス  

日程 実施内容 詳細 参加者 

H27.6 キックオフ・ミーティ

ング 

防災組織，メンバーの確認，活動の方

向性についての意見交換 

地域 

H27.9 第 1 回推進会議 ・防災研修会 

・各係の平時の活動，災害時の活動に

ついて指針を示す 

・規約の改正案について検討 

地域，防災安全課 

H28.5 自治会総会で承認 決定 地域 

H28.7 地区防災計画策定 
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２ 東南会防災計画〈東南会自主防災会〉 

 

地理・地形 対象災害 災害脆弱性 参画地区の範囲 策定主体 取組のテーマ 

河川流域 地震・津波・高潮・洪水 - 
単独（2 町で組

織する会） 
自主防災会 

リスク分析と

個別対策 

 

１ 対象地区  

大東町，南宮町 1４番～１８番／打出浜小学校区 

 

２ 策 定 日  

平成２９年５月 

 

３ 地区の概要  

国道 43 号と臨港線の間の平野部に位置している。標高が特に 

低い地域であり，複数の河川が近隣に存在している（宮川，堀切 

川，江尻川）。策定時点の人口７,５６７人，世帯数３,３１５戸。 

地区の住居形態を「高齢者の多い集合住宅」「居住者の多い 

集合住宅」「戸建て」に分類している。 

 

４ 災害リスク  

宮川や堀切川からの津波，高潮や洪水の浸水被害が想定される。 

 

５ 地区の課題（取組のきっかけ）  

  大震災経験者の高齢化による災害対応力の低下や「住人の変化」に伴う地域コミュニケーショ

ンの減衰（共助の意識の希薄化）。 

 

６ 内 容  

（１）対象地区の被害想定や特性等の把握に関すること 

（２）要配慮者の状況把握と支援訓練に関すること 

（３）活動主体の編成と任務分担に関すること 

（４）近隣の地区居住者・地域団体等との連携に関すること 

（５）防災啓発の強化 

 

７ 地区防災計画の特徴  

（１）住民の防災意識の向上のための防災訓練 

防災訓練参加者のデータを統計化している。 
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（２）分析によるリスクと対応策の明示及び「見える化資料」の配布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）ブロック毎の個別リスクへの対応（対策の立案・訓練） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８ 取組プロセス  

日程 実施内容 詳細 参加者 

H29.2 東南会定期総会で承認 決定 地域 

H29.2 地区防災計画策定 
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R１.９ 東南会役員会 避難支援に関する方策について協議・確認 地域 

R２.５ 東南会総会で諸規定の

決定 

東南会自主防災会推進委員会規定，東南会

自主防災会個人情報取扱規定 
地域 
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３ 若宮町地区防災計画（平成 30 年版）マニュアル〈若宮町自主防災・防犯会〉 

 

地理・地形 対象災害 災害脆弱性 参画地区の範囲 策定主体 取組のテーマ 

河川流域 地震・高潮・洪水 高齢化 単独（町内） 自主防災会 情報伝達方法 

 

１ 対象地区・校区  

若宮町／宮川小学校区 

 

２ 策 定 日  

平成３０年４月 

 

３ 地区の概要  

宮川流域に位置し，策定時点の人口６１０人，世帯数３０２戸， 

６5 歳以上の高齢者は２２８人で，人口に占める割合は３７.３ 

％と芦屋市平均より高め。 

地区西側は宮川，東側に打出商店街，南に国道 43 号，北に 

阪神電鉄によって区切られている。 

 

４ 災害リスク  

地震（津波）や土砂災害のハザードはないが，宮川の沿岸に位置しているため，高潮や洪水の 

浸水が想定される。 

 

５ 地区の課題（取組のきっかけ）  

  常日頃からの、市内でも特に高齢化の進んだ町内の互助・共助体制の整理 

 

６ 内 容  

（１）活動主体の編成と任務分担に関すること 

（２）その他（緊急時の連絡方法に関すること） 

 

７ 地区防災計画の特徴  

（１）ご近所お助け隊の編制 

災害時の安否確認・情報収集・連絡の手段を確立し，災害時の救助・支援の情報を的確に 

つかんで救助活動を進めていける体制づくりを進めていく目的で作成。 

【実施手順】 

① 近隣5世帯～１０世帯の単位で災害時や緊急時又平常時の留守連絡等で協力しあう体制とす 

るため，若宮町内地区を２０班４９組に区分。 

② 各組に○災連絡所を置き，連絡所担当者を配置。 

③ ○災連絡（避難場所，救助要請，長期留守等）を必要とする人は情報を記入し，封筒に入れて 

厳封し，○災連絡所（担当者の自宅ポスト）へ投函。 

④ 連絡所担当者は，届いた封書を開封することなく，災害対策本部（自治会、自主防災・防 
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  犯会）に連絡または届ける。（担当者が連絡所を回って情報収集を行う場合もある。） 

⑤ ○災連絡所から届いた情報は，町内組織の長が厳重に管理し，情報の内容により，関係各所（芦

屋市災害対策本部等），町内関係各所に連絡し対処する。 

※災害時だけでなく，平常時の長期入院時や長期留守時にも活用。 
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８ 取組プロセス  

日程 実施内容 詳細 参加者 

H29.10 説明会の実施 ・地区防災計画の趣旨説明 

・ご近所お助け隊の原案提示 

地域，防災安全課 

H30.2 防災訓練 地区防災計画（案）に基づく「ご近所

お助け隊」の検証訓練 

地域，防災安全課 

H30.4 自治会役員会で提案  決定 地域 

H30.4 地区防災計画策定 
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４ 芦屋市打出小槌町地区防災計画〈打出小槌町自主防災・防犯会〉 

地理・地形 対象災害 災害脆弱性 参画地区の範囲 策定主体 取組のテーマ 

河川流域 地震・洪水 - 単独（町内） 自主防災会 
体制の構築 

避難所開設・運営 

 

１ 対象地区・校区  

打出小槌町／宮川小学校区 

 

２ 策 定 日  

令和 2 年 6 月 6 日 

 

３ 地区の概要  

宮川流域に位置し，策定時点（令和 2 年 3 月１日）の人口 

1,694 人，世帯数 756 戸。マンション世帯が全戸数の約 60%。 

 

４ 災害リスク  

津波や土砂災害のハザードはないが，地震における家屋倒壊やライフラインの遮断といったリ 

スクや宮川沿いの一部地域では，洪水浸水リスクが懸念される。 

 

５ 地区の課題（取組のきっかけ）  

  大災害が発生した際の要配慮者支援（マンション含む）や避難所開設に対する仕組みづくり。 

  また，地区内の避難所である小槌幼稚園はスペースが狭く，特に要配慮者の避難スペースが少

ないことが課題。 

 

６ 内 容  

（１）対象地区の被害想定や特性等の把握に関すること 

（２）要配慮者の状況把握と支援訓練に関すること 

（３）活動主体の編成と任務分担に関すること 

（４）避難路及び避難所等に関すること 

（５）出火防止・初期消火及び救出・救護に関すること 

（６）指定避難所等の開設及び運営に関すること 

（７）給食・給水及び飲料水・資機材等の備蓄に関すること 

 

７ 地区防災計画の特徴  

（１）安否確認フラッグ（黄色旗）を用いた要配慮者の安否確認訓練 

黄色フラッグは「わたしは無事です」という 

意味の周知もあり，民生委員，福祉推進委員が 

緊急・災害時要援護者台帳登録の方に説明し， 

配布している。また，毎年の訓練(10 月～11 

月ごろ)で実施（一部のマンションも参加）。 

 



14 

 

（２）地区内の防災施設等をまとめた「わが町マップ」を作成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）小槌幼稚園避難所開設及び運営マニュアルを策定 

市指定避難所のうち拠点避難所ではな

い小槌幼稚園を地域が開設するためのマ

ニュアルを作成し，これに基づいた訓練

を実施。 

また，新型コロナウイルス等感染症に

対応するため，マニュアルを更新し，訓

練で検証している。（令和２年度更新） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施設全体の部屋割り

や避難スペースのレ

イアウトを掲載 
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（４）概要版の作成 

地区防災計画，避難所開設及び運営マニュアル共に概要版を作成し，自治会住民に全戸配布。 

また，打出小槌町ホームページに掲載をしている。 
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８ 取組プロセス  

日程 実施内容 詳細 参加者 

H31.3 キックオフ会議 情報共有を行い，一時避難施設とし

て打出教育文化センターの使用を要

請。 

地域，打出教育文化セン

ター，小槌幼稚園，学校

教育課，防災安全課 

H31.4 事前協議 ・打出教育文化センター及び小槌幼

稚園との協議日程とアプローチにつ

いて協議。 

・学識経験者の調整についても相談。 

地域，防災安全課 

H31.4 関係施設会議 ・風水害時の打出教育文化センター

及び小槌幼稚園の利用方法につい

て，自主防災会の考えを確認。 

・今後の方向性として，訓練や学識

経験者との協議の中で具体化，課題

解決に向けた取組みを行う。 

地域，打出教育文化セン

ター，小槌幼稚園，防災

安全課 

H31.4 学識経験者との協議 学識経験者から助言を得ながら今後

の予定を決定。 

（ＨＵＧ→ワークショップを２回程

度→避難所開設訓練→マニュアル化

→地区防災計画作成） 

地域，学識経験者，防災

安全課 

R1.6 HUG 事前協議 ・幼稚園内の施設見学 

・ＨＵＧの進め方について確認 

地域，小槌幼稚園，学識

経験者，防災安全課 

R1.7 避難所開設図上訓練

（HUG） 

HUG による課題の洗い出しと意識

共有 

地域，小槌幼稚園，学識

経験者，防災安全課 

R1.8 第1回WSのための事

前協議 

・ワークショップの進め方を確認 

・最低限の準備として，園舎レイア

ウト，居住スペースレイアウト，

HUG の意見抽出を実施 

地域，学識経験者，防災

安全課 

R1.9 WS（第 1 回） 図上訓練での問題点整理、具体的対

策を検討。 

地域，学識経験者，防災

安全課 

R1.9 福祉理解研修 要配慮者支援の一環として，「個別支

援計画」策定を計画。前段階として

本市の要配慮者支援施策の現状等を

説明。 

地域，民生委員，福祉推

進委員，社会福祉協議会，

兵庫県社会福祉士会，防

災安全課 

R1.10 ケース会議① 要配慮者の避難支援に関する方針等

を協議の上，個別支援計画を策定。 

地域，民生委員，福祉推

進委員，要配慮者，福祉

専門職，社会福祉協議会，

高齢介護課，地域福祉課，

防災安全課 

R1.10 ケース会議② 地域，民生委員，福祉推

進委員，要配慮者，社会

福祉協議会，障がい福祉
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課，防災安全課 

R1.11 第2回WSのための事

前協議① 

・WS①で決定した内容の確認 

・園舎レイアウトの検討 

・幼稚園保有資機材の確認 

・マニュアル作成者の再確認 

地域，小槌幼稚園，防災

安全課 

R1.12 第2回WSのための事

前協議② 

・打出小槌町地区防災計画について 

・避難所開設マニュアルについて 

地域，学識経験者，防災

安全課 

R1.12 WS（第 2 回） ・避難所開設マニュアル（案）の説

明（打出小槌町地区防災計画との位

置づけの確認含む）。 

・避難所開設訓練の確認 

地域，打出教育文化セン

ター，小槌幼稚園，学識

経験者，防災安全課 

R2.1 

 

避難所開設訓練に係る

事前協議 

・地区防災計画に基づく避難所開設

マニュアルの検証訓練の計画立案 

・当日の動き，準備物の確認 

地域，防災安全課 

R2.1 

 

避難所開設訓練 作成した避難所開設マニュアルに基

づいた訓練を実施 

（１） 門扉開錠 

（２） 施設安全点検 

（３） 受付設置 

（４） 遊技場区画検証 

（５） デブリーフィング 

地域，小槌幼稚園，防災

安全課，高齢介護課，障

がい福祉課，地域福祉課 

R2.2 

 

地区防災計画及び避難

所開設マニュアルの内

容検討協議 

計画案及びマニュアル案について協

議 

地域，防災安全課 

～ 

R2.4 

計画案の内容精査 地域と防災安全課で内容について精

査（メールでのやり取りを複数回） 

地域，防災安全課 

R2.6 自治会総会での議決 総会に代わる書面決裁による議決 地域 

R2.6 自主防災・防犯会での

議決 

総会に代わる書面決裁による議決 地域 

R2.6 地区防災計画策定 

R3.3 計画見直しに関する協

議 

感染予防対策を考慮した計画の見直

し 

地域，小槌幼稚園，防災

安全課 

※策定のために，令和元年度にひょうご安全の日推進事業（計画等策定支援専門家派遣事業）を活

用し，学識経験者を派遣。 
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５ 芦屋市呉川町地区防災計画〈呉川町自主防災・防犯会〉 

地理・地形 対象災害 災害脆弱性 参画地区の範囲 策定主体 取組のテーマ 

河川流域 
地震・津波・

高潮・洪水 
- 単独（町内） 自主防災会 

体制の構築 

組織外との連携 

 

１ 対象地区・校区  

呉川町／宮川小学校区 

 

２ 策 定 日  

令和３年３月２２日 

 

３ 地区の概要  

人口 2,717 人，世帯数 1,247 戸（令和３年２月１日策定時点）。 

世帯の約半数が集合住宅に居住。町内には，保健福祉センター， 

木口記念会館，市立あしや温泉，コープこうべ浜芦屋店といった 

施設が存在している。 

 

４ 災害リスク  

町の東側には南北に宮川が流れており，地域内の多くは浸水想定区域（津波・高潮・洪水）に 

指定されている。なお，平成 30 年 9 月台風第 21 号の高潮・高波による宮川からの越水によ 

り町の一部が浸水被害を受けた。 

 

５ 地区の課題（取組のきっかけ）  

  平時及び緊急時（災害発生時）における活動を明確化し，迅速な対応ができるような体制作り

を検討。 

 

６ 内 容  

（１）対象地区の被害想定や特性等の把握に関すること 

（２）要配慮者の状況把握と支援訓練に関すること 

（３）活動主体の編成と任務分担に関すること 

（４）避難路及び避難所等に関すること 

（５）出火防止・初期消火及び救出・救護に関すること 

（６）指定避難所等の開設及び運営に関すること 

（７）給食・給水及び飲料水・資機材等の備蓄に関すること 

（８）近隣の地区居住者・地域団体等との連携に関すること 
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７ 地区防災計画の特徴  

（１）防災活動の体制作り 

   自主防災会の組織図を編成し，班別活動を平常時と災害時に分けて設定。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）自主防災会外との連携 

   市や関係機関，近隣自治会，マンション， 

集合住宅，事業所と連携し，それぞれの平常時 

と災害時の動きを整理。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８ 取組プロセス  

日程 実施内容 詳細 参加者 

R2.8. 策定会議① ・地区防災計画の趣旨説明 

・自主防災・防犯会の取組振り返り 

・グループワーク（組織編成における

各班の平常時・災害時活動項目の抽出） 

地域，防災安全課 

R2.9 策定会議② ・前回グループワークでの意見整理 地域，防災安全課 
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R2.11 策定会議③ ・地区防災計画の全体像確認 

・項目及び内容の協議 

地域，防災安全課 

R2.12 策定会議④ ・グループワーク（連携先の平常時・

災害時の動きについて） 

地域，防災安全課 

R3.2 策定会議⑤ ・重点テーマの選定 地域，防災安全課 

R3.3 策定会議⑥ ・地区防災計画（素案）の共有 

・今後についての確認 

地域，防災安全課 

R3.3 自主防災・防犯会役

員会で提案 

決定 地域 

R3.3 町内会定例役員会で

提案 

決定 地域 

R3.3 地区防災計画策定 
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６ 陽光町６番地区防災計画 地域を知って，人を知り，災害を知ろう！共に支え

あい，助け合い！災害に備え，準備しよう！〈陽光町 6 番自治会防災会〉 

地理・地形 対象災害 災害脆弱性 参画地区の範囲 策定主体 取組のテーマ 

沿岸部 
地震・津波・

高潮・洪水 
高齢化 単独（町内） 自主防災会 

防災意識の醸成 

事業所連携 

 

１ 対象地区・校区  

陽光町 6 番（県営南芦屋浜団地）／潮見小学校区 

 

２ 策 定 日  

令和３年３月２８日 

 

３ 地区の概要  

県営南芦屋浜団地は、阪神・淡路大震災の復興公営住宅として， 

1998 年 4 月より入居が始まった。総戸数 414 戸のうち居住戸 

数は 380 戸（令和 3 年 2 月末策定時点）。 

周辺には、病院、学校、高齢者施設などが立地し、商業施設もある。 

また，当該団地は津波一時避難施設として指定され，集会所は避難所として指定されている。 

芦屋市の高齢者住宅等安心確保事業対象のシルバーハウジングは 120 戸あり，令和 3 年 2  

月末現在で、在宅 98 戸、長期不在 6 戸となっている。 

 

４ 災害リスク  

平成 30 年の台風第 21 号により，南芦屋浜は高潮の被害を受けており，当該地区も高潮浸水 

想定区域に入っている。また，津波のハザードは沿岸部のみであるが，注意が必要な区域であ 

る。 

 

５ 地区の課題（取組のきっかけ）  

  居住者の防災意識が低く，住宅や集会所が津波一時避難施設や避難所に指定されていることを

認識されていない。また，災害時に共に支えあい助け合うためにも、周辺施設との連携を検討す

る必要がある。 

 

６ 内 容  

（１）対象地区の被害想定や特性等の把握に関すること 

（２）要配慮者の状況把握と支援訓練に関すること 

（３）活動主体の編成と任務分担に関すること 

（４）避難路及び避難所等に関すること 

（５）出火防止・初期消火及び救出・救護に関すること 

（６）指定避難所等の開設及び運営に関すること 

（７）給食・給水及び飲料水・資機材等の備蓄に関すること 

（８）近隣の地区居住者・地域団体等との連携に関すること 
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７ 地区防災計画の特徴  

（１）地域内の事業所との連携 

   セブンイレブン潮芦屋店と連携し， 

  災害時に食糧品等の提供をいただく 

  ことで合意。 

 

 

 

 

 

 

 

（２）住民の意識啓発を推進 

 課題である防災意識の向上のために，基本的な災害 

への備えや啓発を盛り込んでいる。 

 

 

 

 

 

 

８ 取組プロセス  

日程 実施内容 詳細 参加者 

R３.１ 策定会議① 策定のための WS 開催 地域 

R３.２ 策定会議② 策定のための WS 開催 地域 

R３.３ 策定会議③ 策定のための WS 開催 地域 

R３.３ 防災講習・訓練 防災講習，防災訓練にて計画の概要説明 地域，防災士 

R３.３ 役員会で提案 決定 地域 

R３.３ 地区防災計画策定 
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地区防災計画作成を考えている方へ 

 地区防災計画は，「計画書を作ること」が目的ではありません。「地域みんなで考えて，活動して

いくこと」が，重要となります。 

 

「地区の防災を決定する重要な計画だ」と難しく考えず，「こんなときどうしたらいいのかなぁ」 

という，ふとした疑問からでも大丈夫です。地域住民で知恵を出し合い，住民の視点，地区の特 

徴を活かした活動を実際に進めることが大切です。 

 

どうやって進めたらいいのか，必要な手続き，受けられる支援など疑問がありましたら，まずは 

防災安全課までご相談ください。 

 

次のような資料やホームページも活用しながら進めていただくことで，理解も深まります。ぜひ， 

ご参考ください。 

 

 

 

【参考資料・ホームページ】 

 あしや防災ガイドブック 

地震，津波，土砂災害など各種災害とその対策方法や，防災・減災に 

必要な情報を掲載しています。 

https://www.city.ashiya.lg.jp/bousai/map/guidebook.html 

 

 芦屋市防災情報マップ（土砂災害・津波・高潮・洪水） 

各災害による危険な地域や避難所，防災施設等を示したマップです。 

https://www.city.ashiya.lg.jp/bousai/map.html 

 

 地区防災計画ライブラリ（内閣府） 

地域防災計画に反映された地区防災計画の本文を地区防災計画の内容 

（対象とした課題，対策，取組主体）別にインデックスをつけ，一覧 

にしています。 

http://www.bousai.go.jp/kyoiku/chikubousai/chikubo/chikubo/index.html  

 

 地区防災計画 解説ビデオ（日本防災士会） 

日本防災士会が日本防災士機構の助成を受けて制作した，地区防災計画 

の解説ビデオです。 

https://www.youtube.com/watch?v=nqiwQDKOO-s 

 

 

 

https://www.city.ashiya.lg.jp/bousai/map/guidebook.html
https://www.city.ashiya.lg.jp/bousai/map.html
http://www.bousai.go.jp/kyoiku/chikubousai/chikubo/chikubo/index.html
https://www.youtube.com/watch?v=nqiwQDKOO-s
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